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要領の実施は2002年4月 からスター トし,こ こ
か ら 「情報教育」が本格化することになる。国
内でも政府主導 によるIT革 命が実施 され,各 所
で コンピュー タ活用が強調 されている。何事 も
一度に急遽すべてを成 し遂げることはで きない
が,ま ず教育の分野,特 に学校教育 において確
実な情報教育を実践 してい くことが重要 な課題
となって くる。
2002年4月 から実践 される新学習指導要領で
は,国 際化 ・情報化 ・科学技術教育の推進等が
21世 紀の世界の潮流 に適合するような目的をも
って実践 されるようになっている。




少 なくないが,何 は ともあれ今後の日本教育の
方向性を示す ことになる。
新学習指導要領 を教育実践す るためには,新
視点にたつ教員養成のあ り方が大 きく関与 して
くる。今 日,少 子化等の影響によ り教員採用が
激減 して,魅 力 も減少 し教員養成 も軽視 される
ようになっている。加 えて不登校や問題児の急
増 及び家庭教育の消失等 によ り教職への魅力が
半減 しているのが現況である。 この状況が世界
的なもの とは思 えないが,教 員養成 において情
報教育の在 り方が急務 になって くることは間違
いない。
情報教育 に関 してこれまで 日本の現状 を起点
にして米 ・英各国の実態を比較考察 して きたが,
今回はイタリアに在外出張することが可能にな
った。そ こで メインテーマ に関する比較考察を
加 え,日 本 に於 ける教員養成のあ りかたにヒン
トを得 ることが本論 の目的である。教育条件 を
規定する諸々の背景を探 りなが らテーマを考察
してい く。
1.イ タ リア とい う 国
「イ タリア」 とい う国 家が 誕生 したの は1861
年で あ るが,2000年 以上 前か ら ヨー ロ ッパ文化
の 中心 であ った ロー マ帝 国 は巨大 な軍事 国家 で
あ った。 帝 国崩壊 後 に カ ソ リッ ク教 会 の総 本 山
が ロー マ に置 か れ,中 世 に な るや ベ ネチヤ ・フ
ィレ ンッェ ・ピザ ・ジ ェ ノバ等 の独 立 した都市
国家 が次 々 と勃興 し,ル ネ ッサ ンス と して開花
してい っ た。 豊 か な学 問 や 目 を見張 る芸術 が 一
挙 に花 開 き西 洋文 化 の根幹 に多大 の影 響 を与 え
た。 この ためか 政治 や経 済 は国家 統 一体 と して
は まとま らず国情 不安 が常 に存在 して動 乱は19
世紀 初 頭 まで続 い た。 や っ とガルバ ルデ ィ,カ
ブー ル等の先 導 したナ シ ョナ リス ト運 動 が きっ
かけ とな って1861年 イタ リア王 国が誕 生 した。
そ して エマニエ ー ル2世 が 初代 国王 にな った。
紀 元 前 よ り王 制や 共和 制 を経 て帝 政 ローマ と
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なって繁 栄 を謳 歌 した ローマ も395年 に東西 ロ
ーマ に分裂 し
,の ち476年 西 ローマ帝国 崩壊後
は東 ゴー ト ・東 ローマ帝 国 ・ラ ンゴバ ル ドに支
配 され,962年 か ら神 聖 ローマ 帝 国の 下 にお か
れ た。 この頃 か ら地 中海 貿 易が活 発 化 し,さ ら
に ジェ ノバ,ピ ザ も加 わっ て十字 軍 を支援 して
巨大 な富 を得 る よ うにな ってい っ た。 内 陸の ミ
ラ ノ ・シエナ ・フ ィ レンツェ等の 商 業都市 も発
達 し11世 紀 後 半 にそれ らは 自治権 を獲 得 しコ
ムー ネ(自 由都 市)を 形 成 し都市 国 家 と して発
展 して いっ た。15世 紀末 か ら200年 にわた って
フ ラ ンス や スペ イ ンに侵攻 され 困惑 され続 け,
1815年 オー ス トリアの支配 下 にな る。 ここで民
族主 義 が高揚 しイ タ リア統 一運動 〈リソル ジ メ
ン ト〉が起 こって きた。 国王エ マニ エ ル2世 が
オー ス トリア に宣戦 布告 し中部 イ タリアを併 合
し,同 時 にそ の間 に急進 派 の ガ ルバ ルデ ィが シ
チ リアや ナポ リを占有 しエ マニエ ル国王 に協 力
したの で イタ リア王 国 が統一 され誕 生 したの で
あ る。 そ の後ベ ネチヤ を併 合 しロ ーマか らフ ラ
ンス を撤退 させ,1871年 に ローマが イ タ リア王
国の 首都 となった。20世 紀 に入 り1922年 フ ァシ
ス トの ム ッソ リー 二が政 権 を樹 立 し対外 進 出 を
図 り日独伊 三 国同盟 が結 ば れた、、第 二次 大戦 の
1943年 の敗戦 で イ タリアは無 条件 降伏 し,ム ッ
ソ リー二 は銃殺 され た。 第二 次大 戦 で海外 の植
民地 を失 い経 済は極度 に悪 化す る中1890年 代半
ば にやや後 退す る もの のユ ー ロ通 貨統 一 の一翼
を担 い 今 日に至 ってい る。
現 在 の政体 は共和制,人[=1約5740万 人,面 積
は約30万1268km〈 国土 の八割近 くが 山岳地帯
と丘 陵地帯 〉,地 中海の ほぼ中央 に突 出 した長靴
型 の半 島 で シチ リア とサ ルデ ーニ ア等の 島 々か
ら成 って い る。 言語 は イタ リア語 に統一 されて
い るが 地域 に よ りフラ ンス語 や ドイツ語 が使 わ
れて い る。 東 は ア ドニ ア海,西 は リグー リア海
とテ ィ レニ ア海,南 は地 中 海 と イオニ ア海 に囲
まれ てい る。 まぶ しい 太陽 が照 りつ け るオ リー
ブ とブ ドウが豊 か に実 り(世 界 第一 の産 出国),
歴 史的 な名所 旧跡 や風光 明媚 な多 くの観 光地 が
あ り,観 光 資源 に恵 まれ世 界有 数の 国際 的旅行
訪問 国で あ る。 そ の キ ャ ッチ フ レーズ はオ ー ソ
レ ・ミオ太 陽 の国,ア モ ー レ恋 の国,マ ンジ ャ
ー レ食の 国
,カ ンター レ歌 の国 イ タリアなの で
あ る。 さらに,生 きた多 くの博物 館,フ ァ ッシ
ョ ンやデザ イ ン ・絵 画 の世 界で も多 くの 視線 を
集め る国,数 えれ ば枚挙 に暇が ない ほ ど多 くの
魅 力 を持 つ 国であ る。
II.イ タ リア の 国 民 性
イ タ リア 人は情熱 的 で社交 的 であ る とい われ
てい る。 地 中海の気 候や ローマ帝 国崩壊 後1400
年 もの問統 一 され ず都市 国家 に分裂 したため に
上記 の よ うな国民性 が形 成 され て きた と思 われ
る。ミラ ノは経 済都市 であ るこ とを主張 し,フ ィ
レ ンッエ ・ボ ローニ ア ・パ ドウバが学 問 の 中心
であ る こ とを 自負 し,ト リノ ・ジェ ノバ ・ナポ
リ ・パ レルモ が工 業都市 を主張 してい る。 夫 々
の都 市 が 独 自に同 郷 意識 を主張 してや まな い。
イ タリア語 で カ ンパニ リズモCanpanilismoと
言 う。 わ が国 で言 え ば県 人会 ・学 閥 ・財 閥等 々
と同種 の ものであ る。出身別が方 言 にあ らわれ,
北 部 ・中 部南 部 ・島 喚地 区 が わ か って しま う。
一般 的 に イ タリア人 は概 して
,お しゃべ り好 き
で ス タイル に こだわ り短 気 なが ら も長 い苦難 を
我慢 す る忍 耐 強 さを兼 ね備 え てい る。辛辣 な皮
肉屋で ある と ともに情 熱 的で暖 か く寛 大で あ る。
女性 に親切 な イ タ リアの男性 は外 国 人女性 に誤
解 され易 い。 カ トリックの 総本 山の バ チ カ ンが
あ るだ け に イタ リア人の 日常 生 活 は常 に教 会 と
深い かか わ りを もってい る。 ローマ 法王 を長 と
す る世界 一小 さな独立 国 バチ カ ン市 国 は,サ ン
ピエ トロ寺院 を中心 に した カ トリックの総本 山
であ る。 今 日で も半数 近 くが毎 日曜 教会 に行 っ
てい る。 月の 最終 日曜 日にあ るバ チ カ ンの法 王
の ミサ に家族 で 出 か け る ほ ど絆 が強 い 。 また,
車で グル メの 旅 に行 くほ ど自動 車好 きで保有 台
数 は世 界の トップにあ る。
教育制 度 は6才 で 入学す る5年 制 の小学校 と
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を除き無試験で入学で きる代わ り卒業は非常 に
難 しい。大学進学率は高校卒の2割 であ り,約
6割 が女子であ るという。男子の多 くは職業技
術学校に進学 し就職するという。教育は何 よ り
も人格形成 にかかわる社会発展のための基底を
なす ものである。特 に義務教育の期間は人間の
一生 を左右する極め て重要な教育期 間にあ る。
各国で義務教育 に力 を入れている意味が理解で
きる。 また義務教育 を担当す る教員養成 も相応
して重要 と言 うことになる。
新世紀 に入 り世界各国は予想 もで きないほ ど
社会変革が迫 られている。米英を先頭 にヨーロ
ッパ各国は特 に情報革命の渦に巻 き込 まれ,夫 々
に成果 を上げ,同 時 に幾多の問題 を抱 え込 んで
いるのが現状である。
III.イ タ リア教 育 の背景
日本 に知 られて い る有 名 な イ タ リアの文 化 人
と言 え ば14世 紀 ル ネ ッサ ンスの先 駆 者 であ り
『神 曲』を著 わ した ダンテ<1265～1321>や,『 デ
カ メロ ン』 の著 者 ボ ッカチ オ 〈1313～1375>等
が い る。音 楽面 で は ロマ ン派時代 に活 躍 した ヴ
ァイオ リニ ス トのパ ガニー二 〈1762～1840>,「 ウ
ィ リアム ・テ ル』 の作 曲家 ロ ッシー二 〈1792～
1868>,『 椿 姫』 『ア イー ダ』 を作 曲 した ヴェル
デ ィ 〈1813～1901>,あ るいは プ ッチ ー二 〈1858
～1924>等 が い る。
しか し我 が 国 に知 られ てい る芸術 家 とい えば
大 方 は絵画 や建築家 であ る。カ ラバ ッジオ 〈1573
～1610>
,ボ ッテ ィチエ ッリ<1445～1510>,ラ
フ ァエ ロ 〈1483～1520>等 の画 家 と彫刻 建築 の
ベル ニー二 〈1598～1680>,彫 刻 ・絵画 ・建 築家
の ミケ ラ ンジェロ<1475～1564>,レ オナ ル ド・
ダ ・ビンチ 〈1452～1519>等 がい る。ベ ネチヤ ・
フ ィレ ンツエ 等 のル ネ ッサ ンス発祥 の 土地 か ら
花が 開 いた イタ リア芸術 は人 間の 生活 に も多大
の 影響 を与 えた。
ル ネ ッサ ンス以後 の約200年 は フラ ンスを始
め とす る他 国 の侵 略 や戦 乱 の 中にお かれ る。 そ
して よ うや く1861年 イ タリア統一が な されたの
であ った。
日本 に よ く紹 介 され てい る教育 者 はマ リア ・
モ ンテ ッソリーq870～1952>で あ る。 ローマ
近 郊 に生 まれ,ロ ーマ大 学 医学 部卒 後,同 大 学
付 属精神 病 院助 手 と して勤務 。 精神 薄弱 児研 究
を続 け国立 異常 児学 校長 とな り,後 ローマ大 学
講 師。1907年 にローマ に 『児童 の家』 を開設 し
「モ ンテ ッソリー法」 を実践 し成果 を上 げた。 こ
の教育 思想 は 自由主 義 にた ち,感 覚 か ら概 念 へ
発 展 させ る基礎 的理 論 を確 立 した。 モ ンテ ッソ
リー法 は実 生 活の トレーニ ン グ,感 覚,情 操 教
育,基 礎 的知識 の学 習 を重視 した。 感覚 訓練 で
は注 意力 や判 断力 の訓練 を実施 し言 語 と運動 感
覚 器官 の統 一 をはか ろ う と した。 また基 本 的か
つ初歩 的 な学 問の学 習で は,例 えば模 倣 した り,
カー ドを使 った り して学 んで い くとい うよ うな
方法 を用 い た。 一 歩 一歩細 か く確実 に学 習 させ
るや り方 は約150年 後 にア メリカの心理学者B・
Fス キ ナー に よって 開発 され た プロ グラム学 習
と類似 す る ところがあ った。
モ ンテ ッソ リー法 は児童研 究 を科 学 的 に行 う
こ とを強 調 した。 彼 女の 設 立 した 「児 童 の 家」
は 自由 ・環 境 ・感 覚教 育が 基本 原理 で 「家」 の
施設 の高 度利 用 に よ り筋 肉運動 を盛 んに し,又
各種 の 遊 具 を使 って 感覚 作 用 を訓練 して い く。
や や知識 を重 視す る傾向 が強 いが,こ れ らの思
想 は世界 にモ ンテ ッソ リー運動 と して広が って
い ったの であ る。
この モ ンテ ッソ リーの 「児童 の 家」 は もと も
と ロー マ郊外 の貧 民街 の保 育所 で興 こ り,1907
年1月 に ローマ の 聖 ロ レ ッオ街 に設 け られた 。
この実践 は,や がて スエ ー デ ンの教育 思想 家 エ
レン ・ケ イ 〈1849～1916>の 「20世 紀 は児童 の
世紀 」 とい うス ローガ ンの もとに世 界の 児童 中
心 主義 の考 え方 と呼 応す る もの であ っ た。 これ
はル ソーの説 を受 けた極端 な 自由教 育論 で ある。
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児 童 の生活 や経 験 を重視 し,そ れ に適 した計 画
や 経営 をは かる児 童 中心 学校 も現 れ,新 教 育 運
動 と してア メ リカの進 歩主義 運 動 がデ ュー イ ・
ス クー ル等 で始 ま った。 伝統 的 な苔 と怒 声の 教
育 か ら転 じて児 童 の本性 か ら生 じる興味 ・要 求
に即 して教 育 しよ う とす る考 え方が 児童 中心 主
義 で あ る。 これ はル ソー ・モ ンテ ッソ リー ・エ
レンケ イ ・デュー イ と続 いて教 育実践 され た思
想 で あ る。20世 紀 初頭 に展 開 され た ドイ ツの
「児童 か ら」VomKindeAusの 運 動が 自由,自
治,自 発活 動,興 味,経 験,創 造的活 動 と して
実践 され たの であ る。 日本 で も 「児童 の村 小学
校 」 が大 正13年 〈1924>に 東 京 の池 袋 で野 口
援 太郎 に よって創立 され たが,こ れ も家庭 式 の
小 寄宿 舎制 に よる 自治 自学主 義 の徹底 した 自由
教 育で あっ た。
モ ンテ ッソ リー の先輩 の ア ガ ッツ ィが ローマ
で すで に幼 児教 育 の実践 を して い た こと も特 記
すべ きこ とで あ る。
IV.イ タ リアの教 育改 革
イ タリア文部省MinisteroPubblicaIstruzione
発行 の 『進 む改 革一 サ イクルの再編』ILORDINO
DEICICLIに よれ ば,1997年3月 よ り学 校教
育 財政 の独 立化 に伴 って学校 改革 が進 め られ る
こ とになった。学校制 度の再編 が2000年2月 の
法律 第30号 によって国会で可 決 され9月 か ら完
全 実施 され 始め た。 この 法律 は文 部省 の財 政健
全 化 を広範 囲 に計画 化す る中で学 校教 育制 度 の
漸新的改 編 を企画 する ことであ る。この中で 「自
由 な道」を示 す こ とが 目的 であ る。学 校 は再 生 ・
再編 への 道 を歩 きは じめ段 階 的推移 を経 て2012
年 に完 了 とい うこ とが,2000年2月 の法律 第30
号 第6条 に明示 され てい る。
この こ とで時代 変 化 に即 応 す る教 育 改革 へ の
要 求が満 た され る こ と となった。 教育 へ の要 求
とは義務 教 育段 階 を統 合 して再編 し,授 業 ・学
級経営 等 の 総体 の 質的向 上 を さ らに レベ ル ア ッ
プ し,あ くまで 児童 ・生 徒の学 力 向上 を 目指す
こ とにある。 新 しい教 育制 度 の確 立 とは児童 ・
生徒 の学 習 の保証 と学 力 の向上 を目指 こ とであ
る。具 体的 には3歳 よ り6歳 までの幼 年学校 を
任意 なが ら も確立 し,小 学 校 で基礎学 力 を確 実
につ け させ よ うとす るこ と(6～13歳 の第1サ イ
クル),そ して次段 階 の中学校(13～18の 第2サ
イクル)を 確 立 して い くこ とであ る。 イタ リア
の学制 は従来小 学校(6～10)と 中学(11～15)
であ るが,こ れ を再 編 しよう とい う もので ある。
しか しこれ は 日本 の学校 制 度 と比 較 す る と必 ず
しも十 分 な もので は ない。
イ タ リアの学 校改 革 に関 す る法 律 は以 下の通
りで ある。













⑤ 学 校制 度再編
法律30号(2000.2),法 律 の段 階的5ヵ 年実
施計 画
⑥ 教 育改 革の実 施計画
国会議 決6-00155(2000.12),上 院議 決⑥r-一一
〇〇〇57(2000.12)
次 に学校 制度 改革 の 内容 を もっ と詳 細 に見 て
い く。最 初の幼 年学校(3～6歳)は 日本 の幼稚
園 にあた り,日 本 と同 じく義 務教 育 で はな く任
意 と した。 次 の基礎 学校 は初等教 育段 階 の小学
校 に該 当 す る。6～13歳 まで の発達 段 階 に適 合
させ るため 多様 な教 育 が な され な けれ ばな らな
い。7年 間のサ イ クルは基 礎学 力 とバ ラ ンスの
とれ た人格形 成が はか られ る。 そ して第3段 階
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として中学校 と義務教育の終了がある。基礎サ
イクルの小学校に加え第2サ イクルは基礎学力
をさらに強化 し増大 させ素質や適性 を伸張 させ
教養ある人間形成 をはか る。但 し,こ こでは義
務教育は15才 で完了する。さらに大学 もしくは
実社会に巣立つための基礎能力を伸張する。生
徒は4領 域12の 方針の中から自分の進路 を選
択 し,第2の サ イクルの5年 課程 リチ ェーオ
(Liceo)で 進路 を決定 してい くのである。最初
の2年 間なら進路の変更が可能だが,そ れ以後
は変更できない。そ して義務教育終了の証明書
が交付 される。15歳 で義務教育を終了 し,そ の






会の議会 と上院により可決 され,5ヵ 年計画の
基本的な柱 は学科課程再編のための一般基準 と
して幼年期 ・基礎学校 ・中学校の区分 と,そ れ
らの担当教員の再資格付与の基準及びその財政
的調整の問題等が考え られ,同 時 にそれ らの柱




料1に 提示する。改革は2001/2002年 度か ら開
始 され2007/2008年 度で終了する。2012年 度
には新課程 による次段 階の計画が予定 されてい
る。
V。 イ タ リア の情報 教 育
日本においては平成]4年 度から教育内容の厳
選 と 「総合的な学習」等 を中核 とす る新学習指
導要領が小 ・中学校 において実施 され,15年 か
ら高校 も実施 される。 日本では約10年 毎 に教育
内容の国家基準が学習指導要領 として改訂 され
実践 されて きている。平成元年に告示 され翌年
か ら実施 されてきた学習指導要領で情報化への
対応が大 きな柱の一つ として盛 り込 まれ実践 さ
れてきた。そこには10年 間の情報教育の在 り方
の反省 と展望 が当然盛 り込 まれた。情報教育の
内容 ・情報手段の活用 ・コンピュー タ等の条件
整備のための具体的諸方策が,こ の10年 問の実
績 として実践 されてきたのである。









3.情 報の重要性の認識,情 報 に対する責任感
4.情 報科学の基礎及び情報手段の特徴
情報化社会 においては何 よ りも時代精神 に即
応 した教育が実践 されなければならないUし か
しなが ら科学技術の時代 では不易流行の時代推




悪影響を及ぼ した りす るこ とがある。 この こと
は人間が対象にどう対応するかの基本姿勢 にか
かわって くる。常時 どこで も正 しい判断がで き
るとは限らない。経済的に生活が豊かになれば
なるほ ど人間の心 は貧困にな りかねない。耐え
忍ぶ必要がな くな り何時で もイージーに流れて
しまう危険性がある。
このような生活 を繰 り返 していると 「やらな
ければならないこと」 を回避 して善悪の判1析も
消失 して しまう。例えば,学 習内容をここまで
確実 に身につけなければな らない場合にいい加
減に学習 して しまう。その結果わけのわか らぬ
もの となる。この積み重ねがどうなるかは十分
見通 しがつ く。善悪の判1析がつかず イー ジーに
流れて学習 してい く態度が 日本の情報教育のマ
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イナス面 に 「影」の部分 として,こ の10年 間少
なか らず重大な課題 を残 している、,
情報教育の 「影」の部分は,情 報過 多による
virtualrealityの 出現であり,タ テマエ としての
効果がマ イナスに特出 してきた結果である。直
接経験の欠如は社会生活のあらゆる面 で悪 い結





流 している。特定の情報依存や情報 災害,さ ら








GENERALEの 受講者の最終試験 に立 ち会った
が,約50分 間にわた り学習 してきた内容の隅か
ら隅まで を教授は質問 した。学生 は教科書はも





サ ン ドラ教授の授業要項は参考資料IIに 提示
する。
ローマ第三大学 は現場からの派遣教員が研究
に来てお り1～2年 の研修及び研究 をして現場に
戻 るシステムに成 っている。 日本の現場派遣制
度 と非常 によく類似 している。所属校に勤務 し
なが ら何 日かを大学での研修に費や した りする。
研修内容は大学院の学生が学ぶ ような純粋理論
ではな く,教 育現場 と密接な教授法や教育経営
管理の裏づ け理論である。研修終了後は大半が
指導主事や教頭 ・校長等の管理職 につ くとのこ
とである。選ばれたエ リー ト教員だけあって大
学 に20台 ほ どあ るパ ソ コ ンは皆 よ く利 用 して
い たが,必 ず しも十 分 な保 有 台数 で はな い。彼
らはE-mail(tirocinio@uniroma③.lt)を 持 って
い る。 コ ラ ド ・デ リオ リオ は年 配 の男性 教 員で
日本語 も多少 話せ る有望 な校長 候補 。バ トリツ
ィア ・ヅ ッケ ッタは年長 のベ テ ラ ン女教 師,リ
ジア ・アチ ア ロ リー は絵 の 上手 な頭 の切 れ る女
教 師,ジ ョバ ンナ ・メ リーナ は明朗 な教 え方 の
上 手 な女性 教 師,テ ィッアナ ・セ ロニー は一 番
若 く活発 な女教 師。 まだほか に5名 ほ どい るそ
うだが,当 日会 って意 見交換 が で きたの は この
5名 であった。皆 そ ろって 日本の教 育界の メデ ィ
ア活用 や情 報教 育 に 多大 の 関心 を示 して い たの
が 印象的 であ った。
サ ン ドラ教授 の講義 内容 は参 考資 料IIの 通 り
だが 日本 の 大学 に比べ る と格段 程 度が 高 いわ け
で は ない。敢 えて比較 す れ ば本 当 に学 習 した か
の実 質 内容 が個 別 に問わ れ てい るか どうかで あ
る。 日本 の場 合は形式 上 済 ませ れ ば よい と言 う
傾 向が強 い。
ローマ第三 大学 は他 にポ リチ リニ コ校 もあ り,
そ この コ ン ピュー タ部 門 責任者 の ロベ ル トに も
会 ったが,コ ン ピュー タの台数 は全部で20台 足
らず で全 く不 十 分だ と嘆 いて いた。 日本 と比 べ
もの物 にな らないほ ど少 ない。 しか し,台 数 は
少 ない ものの稼 働 率 は高 い とい う。 ローマ大 学
は分校 が ロ ーマ市 内 にい くつ もあ り,学 部 ご と
に所在 が異 なっ ている。地 下鉄B線 に大方散 在
して いる。
最後 に イ タ リア国立 大学 の住所 一 覧表 を参考
資 料 」と して示 してお く。*印 が訪 問 した大学
だが,夏 期 休暇 中で もあ り責 任者 に会 えない と
ころが 多 か った。 イタ リアの バ カ ンス期 間は 全
く無 人の所 が 多いの に驚 い た。
平 成13年7月1日 よ り3ヶ 月間の短期 在外期
間 中滞 在 した先 はViaVincenzoTroya.n.26/A
int.11RomalTALYで ローマ の 中心 部 よ り西
部 にあ た る住 宅 街で あ った。 近 くに小 ・中 ・高
校 もあ り,訪 問 してみ たが 夏休 み 中の こ と もあ
り,校 舎 を見 るだけ だった。
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但 しロ ー マ 東 部NO第73小 学 校(DEL-
IGENTESCOLASTICO73°CIRCOLD
DIDATTICO)に 校 長 モ リテル ニ ・パ ス クワー
レ(Prof.Dr。MORITERNIPAsQuALE)氏 を
訪問 。1日 中 イ タリアの教 育 現場 に触 れ る こ と
が で きた。 引率 して くれ たサ ン ドラ教授 は大 規
模校 だ と言 って いたが,日 本 に比べ る と中ない
し小 規模校 で あ る。但 し,幼 ・小 ・中 ・が ひ と
つ の校地 内 にあ るの で大規 模 校 と呼 んで いた こ
とが後で わか っ た。1学 級 は20～25名 規模 で,
児童 らは皆 あか る く歓迎 して くれた。肝 心 の情
報教 育 の施設 面 で は コ ンピュー タは事 務室 にあ
るのみ で教室 には ない。 そ の意味 で は コ ンピュ
ー タを利 用 した教育 は ,大 変 少 ない と言 って も
よいだ ろ う。
VI.イ タ リア教育 雑 感
フ ルブラ イ ト奨学 生 と して イ リ ノイ大学 大学
院で教 育工 学 の先駆 をなす プロ グラム学 習 を学
んだの は今か ら38年 前 の ことで あ る。当 時ア メ
リカや イギ リス と並 んで プ ログ ラム学 習研究 が
盛 んだ った のが イ タ リアであ っ た。 イリノ イ大
学 の研 究 助手 時代 の 同僚 に イ タ リア 人院生 が居
り,そ の 後 の研 究 にひそ か に興 味 を抱 い てい た
の もイ タリア在外研 究 を選 んだ理 由だ った。
今回 はか らず も3ケ 月 とい う短期 間 なが ら も
イ タ リアへ の在外 研究 の チ ャンス に恵 まれ,ロ
ーマ大学 及 びペ ル ー ジ ャ大学 で の研 究 の機 会が
与 え られた 。 プ ログ ラム学 習は,そ の後,教 育
工 学 と して 革新 的研 究の 方 向 を辿 り教 育研 究 の
領 域 で も確 実 な市民 権 を得 るこ とにな った。米
英 は もちろ んの こ とロ シア ・ベ ル ギー等 ヨーロ
ッパ 各国 で もコ ンピュー タを土 台 に益 々発展 の
度合 を増 してい った。科 学 技術 の高 度化 は当然
コ ン ピュ ー タの教 育 利 用 を促 進 させIT革 命 と
して 生活 に定 着す る ように なった 。同時 に,そ
の結 果 コ ン ピュー タ利 用 の影 の部 分が犯 罪 や反
社会 的結 果 を招 き,又 新 しい社 会 問題 を惹起 し
てい るのが現状 で あ る。
今 回 イ タ リアで の テーマ に関 す る研 究 を掲 げ
て いっ たが正直 な ところ ハー ド面 での技術 レベ
ル は予 想外 に低 次 の もので あ った。 しか し,そ
れ は コ ンピュー タを使 っ て情 報 教育 を外 面上 す
れ ば 良 い と言 う もの で は ない こ とが わか った。
つ ま り教 育次 元で 単 に機 器 利 用の みで ヨシ とす
るこ とが絶対 的であ るか とい う問いか けであ る。
学校 教育 で は発達 段 階上 の課題 もあ ろ う。 日本
に見 られ る コ ンピュー タゲ ーム のみの 感覚 で教
育 的 に利 用 す れば よい もの か ど うか。 ゲ ー ム感
覚 は面 白 く興 味 を喚 起 で きる こ と もあ ろ うが,
実 は,そ れ は必 ず しも正 しい と言 うもの で は な
い。予 算面 で金 をかけ さえす れ ば よい もの では
な い。 機器 を使 わ な い(コ ン ピュ ー タ未 使 用)
教 育 も必 要で あ る ことを気 づ かせ て くれ た こ と
は今 回の研究 視察 の大 きな メ リッ トと思 われ る。
急 な坂 を重 い大 きなボー ルが 転 げ落 ち るの を
止 め られぬ よ うな時 代 の 後押 しが 日本 で はIT
革命 の嵐 と して吹 き ま くって い る。 す で に携 帯
電話 の便利 さの裏 にひそ む急務 の 問題 が提 出 さ
れ てい る。 ロー マ市 内で も各所 にパ ソ コ ン利用
セ ンターが在 り安 価 で利 用 で きる。 も し各 人が
日本 の ように安 価 にパ ソコ ンを購 入で きるな ら,
イ タ リアの パ ソ コ ンセ ンターは廃 業す るに違 い
ない。
情 報化 社 会が 世界 各国 に到 来 して段 階 的 に区
分 を作 りつ つ あ る。 これ らは間違 い な く国家 の
経 済的実 力 と対応 す る。そ れゆ え経 済大 国 はIT
革 命が 可能 だ が,そ うで ない国 は不 可 と言 って
いい か ど うか 問題 であ る。 しか し,こ れか らの
情 報化 社会 で は,む しろ先進 国 の課題 を十分 見
極 め た結 果 を踏 まえて情報 教 育 を推 進す るこ と
も必 要で あ ろ う。 ハ ー ドを導 入す れば こ と足 れ
りとす る形式 化 に対 す る警 鐘 に も聞 こ える。
サ ン ドラ教授 と国 立 中央 図書 館(Bibliteca
nazionalecentralediRoma)を 訪 れたが,残 念
なが ら国 際 的 に利 用 で きる情 報 が少 なか った。
つ ま り日本語 に よる文 献 は もちろんの こ と英語
版 も殆 どなかった。ただE-mailが あ り世界 どこ
か らで も最小 必 要限 の情報 は入手 で きる と言 う
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(ホ ー ム ペ ー ジ;http:〃shnenline.shn.it/)。
お わ りに
イタ リアの夏 は暑 い。特 に7月8月 は殆 ど雨
は降 らない。 日本 ほ ど蒸 し暑 くは な いが,バ ス
や地 下鉄 ・更 には国鉄 の列 車の 大部 分 は 日本 と
違 い冷 房 はない。冷 房車 はあ って も少 数で ある。
市 内 あ らゆ る ところ に水の み泉 水 があ る。馴 れ
ない旅 行 者 は気 に なるが イ タ リア 人は平 気で 街
路 の水 の み場 の水 を飲 む。水 は 意外 と冷 た く美
味 しく感 じる。馴 れる となん と も思 わ ないか らJ
生 活す る と言 う習慣 を身 につ け る こ とは大 切 で
ある。 イ タリア人の明 る いボ ンジ ョル ノBuon-
giornoや グラー ツェGrazie,ア ッ リヴェデ ルチ
Arrivedereiは 誠 に気持 ちの よい もの であ る。最
近 の 日本 人は,こ れ らの.今 日は,あ りが と う,
さよ うな らの挨 拶す ら忘 れ て しま ってい る よ う
に感ず る。 チ ャオCiaoな どは ま さに親 しさあ
ふ れ る人間関 係の挨拶 で ある。 わずか3ケ 月滞
在 の短期 間 だったが得 る もの が多 かっ た。
在 外研 究 で は資料収 集 も さる こ となが ら地元
の 人 々 に遭 遇 し,相 互 に理解 しあ い なが ら新 し
い 人 間関係 を築 くこ とが重 要 であ る。 旅行 は1
回 限 りで終 了す るが研 究 には終 わ りはな い。 む
しろ 人 と知 り合 うこ とが 出発 であ り,こ れ か ら
が本 格的研 究の スター トと言 える。
イ タリアで知遇 を得 た イタ リア大学 関係者 を
始 め とす る多 くの 人々に厚 く感謝 申 し上 げた い。
特 に今 回の在 外研 究 に関 して は 日本 の ピ ノキ オ
研 究 の 第一 人者 の青 山学 院女子短 期 大学 教授 の
前 之 園幸 一郎先 生 には大変 お世話 にな った。 紙
上 を借 りて厚 くお礼 申 し上 げた い。 そ の他,イ
タ リア関 係 の出版社 の 「文流 」社 長 の西 村暢 夫
氏 には数 々の資 料 の ヒン トを提 供 して いた だい
た。 これ また感 謝 申 し上 げる。 また在 伊留 学 を
した本 学外 国学 部奥 田宏 子教授 に ア ドバ イス も
い た だい た。資 料 は必 ず しも十分 に収 集 で きな
か ったが,情 報教 育 に関す る人 間教 育 の原 点 を
考 え させ て くれた点 で多 大の収 穫 を得 られた と
実感 してい る。
勤続30年 余 に及 び この よ うにチ ャ ンスに恵 ま
れた こ とに関 し,神 奈川 大学 に感謝 を さ さげ た
い・ 終 わ りに在 伊 中何 か とmoralsupPortを 与
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第17号
*7～9は 神 奈III大 学 心 理 ・教 育 研 究 論 集
10.小 池 榮 一 『教 育 工 学 の 現 代 的 課 題 』1991年,
酒 井 書 店
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第22号 神奈川 大学心理 ・教 育研究論 集
参考資料1学 校改革の漸進的計画表




























































































































A工 新 しい課程:基 礎サ イクル
B=現 行の小学校課程
C=現 行の中学校課程
D=新 しい課 程:第2の サ イ クル
E=現 行 の高校 の課 程



















































ボ ローニ ャ大学 UniversitydeglistudidiBoiogna
ViaZamboni33.40126Bologna.Italia







カメ リー ノ大学 UniversitydegiistudidiCamerino
ViadelBastione.62032Camerino.Italia






フ ィレンツ ェ大学 UniversitydeglistudidiFirenze
PiazzaSanMarco4.50121Firenze.Italia




レ ッチ ェ大学 UniversitydeglistudidiLecce
VialeGallipoli49.73100Lecce.Italia
マ チェラータ大 学 UniversitydeglistudidiMacerata
PiaggiaUniersita2.62100Macerata.Italia




















醐;雇 耀 一踊醗 轟圃邸輕雇哉lf面π岬匹翻 一 擬 璽國■一 一田
UniversitydeglistudidiTrieste
PiazzaleEuropa1.34127Trieste.Italia




ウル ビー ノ大学 UniversitydeglistudidiUrbino
ViaSaffi2.61029Urbino.Italia




















ロ ー マ 大 学
「ラ ・サ ピエンツ ァ」
Universitydeglistudidii'ioma"LaSapienza"
PiazzaleAldoMoro5.00185Roma.Italia



















④ チ ル コル ド小 学校 長
パ スクワー レ
イタリア 文化 と情 撮教育
51一
